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市議会ホームページから会議日程や議案、会議結果、議会中継（ライブ・録画）などがご覧いただけます。 福岡市議会 検索 次の議会（定例会）は２月17日開会予定です。日程は市役所・区役所・出張所・地下鉄駅構内のポスター、市議会ホームページやTwitterに掲載します。
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　議員の資産等について審査する福岡市政
治倫理審査会が８月28日に開催されまし
た。
　改選後の議員62人から提出された資産
等報告書（令和元年５月２日現在所有する資
産等）について、記載事項に疑義がないかな
どが審査された結果、「特に指摘すべき事項
はない」との審査報告がなされました。

政治倫理審査会で議員の
資産等報告書を審査

議会改革調査
特別委員会の設置

　特別委員会は、特定の問題を審査または調査す
るために必要に応じて設置される委員会です。12
月18日の本会議で議会改革調査特別委員会（定数
14人）が設置されました。付託事項および委員は次
の通りです。
付託事項
　○議会基本条例に関する調査
　○議会改革に関する調査

委 員 長　今林　ひであき
副委員長　松野　　隆
委　　員　川上　陽平　　　津田　信太郎
　　　　　大森　一馬　　　古川　清文　　
　　　　　篠原　達也　　　藤野　哲司　　
　　　　　天野　こう　　　山口　湧人　　
　　　　　綿貫　英彦　　　森　あやこ　　
　　　　　田中　たかし　　落石　俊則

社会科特別授業
　市議会では、児童の政治や議員の仕事に
対する関心を高めるため、児童に実際の議
場を使って議員の仕事を体験してもらう社
会科特別授業を実施しています。
　本年度は５回開催し、南区曰佐小学校、博
多区月隈小学校、中央区春吉小学校、博多区
那珂南小学校および南区柏原小学校の６年
生が参加しました。
　市長役の議員から提案された「朝食を学
校給食にすること」などのテーマについて、
児童が自ら考えた質問を行い、その後、グ
ループに分かれ、委員長役の議員の進行で
さらに詳しく賛成、反対の意見を出し合いま
した。それから、再度議場に集まり各グルー
プの代表児童がグループ討議の結果を発表
し、最後に採決を行いました。

問い合わせ先

733-5869711-4749電話 FAX

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対
応
経
費
の
増
額
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
可
決

●
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る

決
議
案
を
可
決

（
12
月
定
例
会
）

第
５
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５
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。
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療
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指
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定例会の日程

12／10

12／11～13

12／16・17

12／18

本会議

本会議

常任委員会

本会議

●平成30年度決算関係議案
（決算特別委員会委員長報
告・討論・採決）
●議案（提案理由説明・質疑・
常任委員会付託）

●議案（常任委員会委員長報
告・討論・採決）

●意見書案・決議案の採決

●一般質問

●議案審査等

各会派の意見

主な意見・要望 決算特別委員会委員長から議会に報告された主な意見・要望は次の通りです。

　平成30年度の決算を審査するため決算特別委員会が10
月２日から21日まで開かれました。
　市長から提出された決算関係議案は決算議案21件、関連
議案３件の計24件（一般会計１件、特別会計15件、公営企業
会計８件）です。総会や分科会で審査した結果、全ての決算関
係議案を全員賛成または賛成多数で認定・可決すべきもの
と決定し、12月定例会に報告しました。

■自由民主党福岡市議団、公明党福岡市議団、福岡市民クラブ、福岡令和会、自民党新福岡
　決算関係議案24件全てに賛成

■日本共産党福岡市議団
　一般会計、特別会計10件（後期高齢者医療など）、公営企業会計７件（モーターボート競走
事業など）の議案に反対

■緑と市民ネットワークの会
　一般会計、特別会計11件（後期高齢者医療など）、公営企業会計６件（モーターボート競走
事業など）の議案に反対※詳細については、市議会ホームページや市ホームページ、区役所、情報プラザ等で

閲覧できます。

●本市の人口増の影響
　中長期的な政策の立案において、子育て世代の動向や
単独世帯の増加など、本市特有の変化を反映すべき。
●G20福岡財務大臣・中央銀行総裁会議
　今回の経験を生かし都市機能をさらに高め、次のステー
ジへ進めていくべき。
●在住外国人
　技能実習生や留学生などの実態を把握して支援を行う
とともに、共生社会を実現する条例などを作るべき。
●障がい者雇用の充実、改善
　正規職員の採用試験における知的および精神障がい者
への受験資格の拡大などに全庁で取り組まれたい。
●自律的な行政運営
　社会環境の変化とともに、施策や事業の行政関与の必要
性などの見直しが必要であり、改革促進に取り組まれたい。
●財政運営の偏り
　市民生活に関わる分野の歳出が少なすぎる現状を改
め、市民の命と暮らしを守る施策を最優先に進めていく
べき。
●再犯防止の推進
　犯罪や非行をした人の中には、さまざまな困難等を抱え
ている人も多く、より細やかな再犯防止推進計画を策定す
べき。
●繁華街における悪質な客引き
　都市のイメージ低下につながる迷惑行為であるため、規
制する条例を早期に制定すべき。
●交通安全対策
　運転免許証の自主返納者への効果的な支援、自動車の
急発進防止装置の設置費用等の助成などにより、さらに推
進されたい。

●災害に強いまちづくり
　避難場所を増やし、避難情報を一人一人に確実にきめ細か
く伝える仕組みを早急に整え、情報提供の充実を図るべき。
●災害に強いまちづくり
　ハザードマップの地域での活用も必要であり、また、原子
力災害対策として安定ヨウ素剤の備蓄も進められたい。
●世界水泳
　今後の収支の見込みが分からないような大会の開催は
返上し、市民スポーツの環境整備にこそ税金を投入すべき。
●不妊・不育治療
　若い世代に対しては適齢期があることを知ってもらうこ
とが重要であり、パンフレットを作成して啓発を推進され
たい。
●学校規模適正化
　小規模校は統合も含めた検討を行うべき、また、校区調
整を行った学校が再び過大規模校となっているため、分離
も含めて協議を進めるべき。
●子どもの人権相談体制の充実
　相談体制の構築に当たっては、誰もが手軽に利用できる
「子どもの人権ＳＯＳミニレター」の周知、定着を図るべき。
●観光施策
　博多旧市街まるごとミュージアムなどを本市全体での
アートイベントとして発展、継続させ、来訪者に感動を与え
られたい。
●林業
　森林の多面的機能を発揮させるために活性化が重要であ
り、荒廃森林整備など林業施策にもっと目を向けられたい。
●林業
　課題解決に向け国の森林環境譲与税を有効活用し、森林
保全を早急に進められたい。

●生活保護
　人権侵害である面接室の監視カメラを撤去して、保護受給
者、相談者に寄り添うように改めるべき。
●ひきこもり状態にある人たちへの支援
　中学校と高校の連携等に努めるとともに、よかよかルー
ムに40歳以上の人を対象とする相談窓口を設け、支援の充
実を図るべき。
●断らない相談支援
　「つなぐシート」を全庁で導入し、関係機関との連携を図る
など、縦割りを超えた総合的かつ伴走型の支援体制を構築
されたい。
●ウォーターフロント地区の交通アクセス強化
　地下鉄については、具体的な延伸区間に基づいた建設費
や、採算がとれる利用者数などを試算されたい。
●コミュニティパーク事業
　実のある取り組みに発展するように、住宅都市局だけで
推進するのではなく関係局との連携に努められたい。
●ため池の活用
　周辺の遊歩道等を公園として位置づけトイレを設置する
など、関係局が連携を図り、柔軟な発想で取り組まれたい。
●下水道事業会計および水道事業会計
　的確に現状を把握し、将来にわたり安定的に事業が継続
できるように、しっかりとした経営戦略を立てるべき。
●水道行政
　引き続き安定した経営を維持するために、収入の確保と
計画的な施設の維持管理を行うべき。
●増収への取り組み
　地下鉄駅構内空きスペースの有効活用による営業収入増
とにぎわいづくりの実現に積極的に取り組むべき。

決算特別委員会の審査から

姉妹都市・友好都市との交流

　友好都市である中華人民共和国・広州市の議
会にあたる広州市人民代表大会常務委員会に、
11月26日から29日までの間、福岡市議会広州
市友好訪問団（団長：阿部真之助議長）を派遣し
ました。期間中、「気候変動への適応策について」
をテーマにし
た交流協議を
行うとともに、
防災減災工事

中の珠江堤防
の視察などを
行いました。

議会事務局調査法制課（市役所議会棟８階）

福岡市議会広州市友好訪問団の派遣

　姉妹都市締結30周年を迎えたマレーシア・イ
ポー市に、12月３日から７日までの間、福岡市議
会として初めて友好訪問団（団長：楠正信副議
長）を派遣しまし
た。期間中、イ
ポー市議会やペ
ラ州議会との交
流とともに、ペラ
州首相への表敬
訪問や、記念行事
への参加などを
行いました。

福岡市議会イポー市友好訪問団の派遣

じゅこう

（４面に関連記事）
社会科特別授業を実施

委員

※委員名は議席番号順に掲載

元議員、上野忠之氏（74歳）が１月14日に逝去さ
れました。謹んでご冥福をお祈りいたします。
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駅
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災
害
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強
い
ま
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取
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組
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自民新
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動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の

規
制
緩
和
の
提
案
の
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回
を

共　産

悪
質
な
客
引
き
を
許
さ
な
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安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

自　民

ふ
る
さ
と
納
税
に

体
験
型
返
礼
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入
を

令和会

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を

自　民

入
札
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
問
う

無所属

計
画
的
な
学
校
整
備
を

令和会

公
民
館
と
自
治
協
議
会
・
自
治
会
・

町
内
会
と
の
連
携
を

自民新

北
崎
地
区
へ
の

光
通
信
回
線
の
整
備
を

自　民

市
内
在
住
の

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
支
援
を

市民ク

中
長
期
に
お
け
る
保
育
需
要
を

見
通
し
た
保
育
行
政
を

無所属

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

自　民

「
桜
を
見
る
会
」へ
の

市
長
の
参
加
の
是
非
を
問
う

共　産

高宮駅前アミューズ広場

の
買
収
行
為
で
あ
り
、公
職
選
挙
法
違

反
で
あ
る
疑
惑
が
深
ま
っ
て
い
る
。市
長

が
こ
の
よ
う
な
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
ず
、問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

「
桜
を
見
る
会
」は
内
閣
総
理

大
臣
主
催
の
伝
統
あ
る
公
式
行

事
で
、市
長
と
し
て
招
待
さ
れ
る
こ
と

は
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
が
、会
の
在
り

方
は
、今
後
国
に
お
い
て
適
切
に
検
討

が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
運
転
許

可
は
、全
国
一
律
に
定
め
る
べ
き

も
の
で
、特
例
を
作
っ
て
良
い
も
の
で

は
な
い
。今
回
提
案
し
た
規
制
緩
和
は
、

市
民
の
安
全
を
脅
か
し
て
ま
で
、大
企

業
の
も
う
け
口
を
つ
く
る
も
の
で
あ

り
、撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
や
生
活
交

通
の
維
持
等
の
交
通
課
題
が
想

定
さ
れ
る
中
で
、手
軽
で
安
全
な
移
動

手
段
と
し
て
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

は
、課
題
解
決
の
一
助
に
な
る
と
考
え
、

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
て
、規

制
緩
和
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
の
中

か
ら
、将
来
、日
本
を
代
表
す
る

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
誕
生
さ
せ
る
よ

う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。他
都
市
の

よ
う
に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
事
業

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
所
見
を
問
う
。

ア
ス
リ
ー
ト
や
競
技
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
全
国
大
会
出

場
へ
の
一
部
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

再
開
発
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
当
初

の
思
い
か
ら
す
れ
ば
、行
政
が
地
域
と

と
も
に
今
後
も
維
持
管
理
に
関
わ
る
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

西
鉄
高
宮
駅
の
駅
前
広
場
に
つ

い
て
は
、供
用
開
始
か
ら
30
年

以
上
が
経
過
し
、施
設
の
老
朽
化
や
路

面
の
汚
れ
な
ど
が
目
立
っ
て
き
た
。維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、時
代
の
流
れ
に

伴
う
価
値
観
の
多
様
化
等
も
踏
ま
え
、

地
域
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
に
対
し
て
は
、ソ
フ
ト
・
ハ

ー
ド
両
面
の
対
策
が
必
要
で
あ

り
、日
ご
ろ
か
ら
の
十
分
な
備
え
と
、い

ざ
と
い
う
と
き
に
自
助
、共
助
、公
助
の

力
を
結
集
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

河
川
改
修
に
加
え
、博
多
駅
や

天
神
周
辺
地
区
で
は
、大
規
模

な
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。ま
た
、地
域
等
で
の
防
災

訓
練
の
支
援
や
、避
難
所
運
営
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
養
成
な
ど
に
よ
り
、地
域
防

災
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
桜
を
見
る
会
」は
、公
的
行
事

を
私
物
化
し
、税
金
を
使
っ
て

選
挙
活
動
を
し
て
い
た
と
い
う
事
実
上

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
、高
齢
者
宅
に
お
け
る
設
置

率
向
上
の
た
め
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、さ
ら
な

る
啓
発
な
ど
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
問
う
。

昨
年
度
か
ら
、消
防
職
員
が
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に

対
し
て
防
火
講
話
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
高
齢
者
と
接
す
る
機
会
を
と
ら

え
て
、助
成
制
度
の
周
知
や
同
警
報
器

の
設
置
、維
持
管
理
、火
災
予
防
の
啓
発

等
を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
、同
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

西
鉄
高
宮
駅
の
駅
前
広
場
は
、

行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

問

め
て
い
く
。

女
性
就
業
率
や
就
学
前
児
童

が
い
る
世
帯
の
共
働
き
率
が
高

止
ま
り
と
な
る
時
期
に
つ
い
て
見
通
し

を
持
つ
こ
と
は
、中
長
期
の
保
育
行
政

に
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。今
後
、就

学
前
児
童
数
と
就
学
前
児
童
が
い
る
世

帯
の
共
働
き
率
が
、ど
う
推
移
し
て
い

く
と
予
測
し
て
い
る
の
か
。

就
学
前
児
童
数
は
、微
減
傾
向

で
推
移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る

が
、女
性
就
業
者
数
が
増
加
傾
向
で
推

移
し
て
お
り
、就
学
前
児
童
が
い
る
共

働
き
世
帯
の
割
合
は
、増
加
し
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

奈
多
地
区
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
は
県

警
に
大
型
ヘ
リ
が
導
入
さ
れ
る

と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
際
に
は

環
境
影
響
評
価
の
再
実
施
が
必
要
で
は

な
い
か
。ま
た
、新
た
な
状
況
に
対
す
る

住
民
説
明
を
国
等
に
要
請
す
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
問
う
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
域
を
超
え
て
い
る
。民
生

委
員
の
さ
ら
な
る
業
務
の
見
直
し
に
加

え
て
、活
動
費
を
増
額
す
べ
き
と
思
う

が
所
見
を
問
う
。

民
生
委
員
の
負
担
軽
減
に
向

け
、業
務
の
さ
ら
な
る
見
直
し

に
加
え
、各
種
団
体
か
ら
の
調
査
依
頼

の
精
査
な
ど
不
断
の
見
直
し
に
努
め
て

い
く
。ま
た
、活
動
費
は
、社
会
情
勢
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、民
生
委
員
の
活
動

実
態
に
即
し
た
も
の
と
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
財
産
と
し
て
の
街
路
樹

に
つ
い
て
、こ
れ
か
ら
の
本
市

の
街
路
樹
と
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
に

な
る「
街
路
樹
の
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
策
定
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
。

平
成
21
年
に
新
・
緑
の
基
本
計

画
を
策
定
し
、道
路
の
緑
化
に

つ
い
て
は
、緑
の
連
続
性
を
持
た
せ
た

風
景
づ
く
り
を
行
う
こ
と
な
ど
を
施
策

の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
る
。今

後
、予
定
し
て
い
る
同
計
画
の
改
定
に

お
い
て
、街
路
樹
を
含
む
街
路
空
間
の

緑
化
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
支
援
は
、他
都

市
の
取
り
組
み
な
ど
も
参
考
に
、そ
の

在
り
方
も
含
め
、今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

客
引
き
の
実
態
調
査
の
結
果
で

は
、時
間
帯
に
よ
っ
て
は
多
く

の
客
引
き
が
お
り
、ま
ち
の
環
境
悪
化

や
治
安
の
低
下
な
ど
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。県
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、そ
の
検
討
状
況
を
問
う
。

現
在
、県
お
よ
び
県
警
、同
じ

客
引
き
問
題
で
課
題
を
抱
え
る

北
九
州
市
、久
留
米
市
が
参
加
し
た
５

者
に
よ
る
検
討
会
が
立
ち
上
が
り
、こ

れ
ま
で
２
回
に
わ
た
っ
て
会
議
が
開
催

さ
れ
、規
制
の
在
り
方
や
県
警
と
の
連

携
の
在
り
方
な
ど
、悪
質
な
客
引
き
対

策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

共
創
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
お
い
て
は
、公
民
館
と

自
治
協
議
会
等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
施

予
定
の
事
業
に
つ
い
て
、目
的
や
対
象

者
な
ど
を
情
報
共
有
し
、実
施
に
当
た

っ
て
工
夫
と
連
携
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

自
治
協
議
会
や
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
と
公
民
館
・
区
役
所
が

連
携
し
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
と
も
、持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、

通
信
環
境
の
充
実
は
必
須
で
あ

る
が
、北
崎
地
区
は
、市
内
の
離
島
を
除

く
地
域
で
は
唯
一
光
通
信
回
線
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。通
信
事
業
者
と
の
協

議
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、ま
た
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

通
信
事
業
者
か
ら
は
事
業
採

算
性
の
観
点
か
ら
、民
間
単
独

で
の
整
備
は
難
し
い
と
の
回
答
を
受
け

て
い
る
。通
信
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
は
、北

崎
地
区
の
産
業
活
性
化
等
の
た
め
に
必

要
と
認
識
し
て
お
り
、令
和
２
年
度
の

予
算
編
成
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

令
和
の
時
代
は
、モ
ノ
か
ら
コ

ト
へ
と
生
活
者
の
興
味
が
進
化

し
て
い
る
。ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て

本
市
で
な
い
と
成
立
し
な
い
体
験
型
返

礼
品
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、他
の
市
町

村
と
差
別
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ

い
て
は
、今
般
の
制
度
改
正
に

よ
り
、条
件
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、公
募
の
実
施
に
よ
り
、モ
ノ
だ
け
で

は
な
く
、コ
ト
の
返
礼
品
も
加
え
る
な

ど
、種
類
・
品
数
と
も
に
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

球
技
場
の
利
用
率
も
高
い
中
、

屋
外
で
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に

使
え
る
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
れ

ば
効
率
的
な
施
設
運
営
に
も
寄
与
す

る
。舞
鶴
公
園
の
球
技
場
の
移
転
を
考

え
る
場
合
に
人
工
芝
を
検
討
の
対
象
と

す
る
な
ど
、今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実
へ
の
所
見
を
問
う
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
上
で

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場
や
機
会
の

充
実
は
大
変
重
要
で
あ
る
。今
後
も
、ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

予
定
価
格
５
億
円
以
上
の
建
築

工
事
に
お
い
て
、１
者
入
札
の

場
合
は
落
札
率
１
０
０
％
に
近
い
も
の

が
多
い
が
、複
数
の
者
が
入
札
し
た
場

合
は
最
低
価
格
90
％
で
の
落
札
が
多

い
。入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

総
合
評
価
方
式
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ま
で
の
同
方
式
の
取
り
組

み
の
検
証
を
行
い
、そ
の
結
果
、一
部
の

項
目
に
つ
い
て
は
既
に
８
月
に
制
度
の

改
定
を
行
っ
た
。同
方
式
に
つ
い
て
は
、

最
低
制
限
価
格
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
て
い
く
。

西
都
地
区
お
よ
び
照
葉
地
区
に

お
け
る
学
校
整
備
計
画
は
、長

期
推
計
の
視
点
を
持
っ
た
計
画
に
な
っ

て
い
な
い
。ま
ち
づ
く
り
関
係
局
と
積
極

的
に
連
携
し
、中
長
期
推
計
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
所
見
を
問
う
。

人
口
急
増
に
よ
り
過
大
規
模

校
と
な
る
学
校
が
あ
る
一
方

で
、市
全
体
と
し
て
は
児
童
数
の
減
少

が
見
込
ま
れ
、中
長
期
的
な
視
点
を
持

っ
て
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。中

長
期
推
計
も
含
め
た
児
童
生
徒
推
計
の

改
善
に
つ
い
て
、今
後
も
関
係
局
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

千
代
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

自
主
夜
間
中
学「
よ
み
か
き
教

室
」で
は
、本
年
度
に
入
り
問
い
合
わ
せ

が
多
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。本
市
に

お
い
て
も
公
立
夜
間
中
学
設
置
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、国
が
示
す
方
針

と
、今
後
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

指
定
都
市
へ
の
設
置
推
進
方
針

に
つ
い
て
は
、子
供
の
貧
困
対

策
に
関
す
る
大
綱
の
中
で「
全
て
の
指

定
都
市
に
お
い
て
夜
間
中
学
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
促
進
す
る
」と
い
う
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
た
。今
後
も
引
き
続
き
積

極
的
な
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

読
解
力
は
学
力
の
基
本
。読
書

力
、創
造
力
、生
き
る
力
を
育
て

る
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
と
し

て
、学
校
を
含
め
た
図
書
館
の
在
り
方
、

市
民
に
と
っ
て
の
読
書
環
境
の
充
実
を

図
る
こ
と
へ
の
所
見
を
問
う
。

児
童
生
徒
が
主
体
的
・
意
欲
的

に
読
書
活
動
や
学
習
活
動
を

進
め
、豊
か
な
心
の
育
成
と
学
力
向
上

を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、学
校
図
書

館
の
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。ま
た
、

公
共
図
書
館
に
お
い
て
は
、新
た
な
学

び
・
情
報
・
交
流
の
拠
点
と
な
る
図
書
館

を
目
指
し
て
い
く
。

児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
故
が

相
次
い
で
い
る
。本
市
の
子
ど

も
た
ち
が
虐
待
を
受
け
る
こ
と
な
く
健

や
か
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
、児

童
虐
待
の
根
絶
に
向
け
て
の
所
見
を
。

各
区
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

児
童
虐
待
の
防
止
に
向
け
取
り
組
み
を

強
化
し
て
き
た
。今
後
と
も
、関
係
機
関

等
と
連
携
を
図
り
、支
援
が
必
要
な
家

庭
に
は
こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
等

を
中
心
に
早
期
に
支
援
を
開
始
し
、子

ど
も
の
虐
待
防
止
に
向
け
全
市
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

幼
保
無
償
化
に
伴
い
、保
育
ニ

ー
ズ
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。地
域
枠
の
あ
る
企
業

主
導
型
保
育
所
の
保
育
士
へ
の
支
援
制

度
対
象
の
拡
大
、潜
在
保
育
士
の
発
掘

や
育
成
支
援
の
仕
組
み
の
構
築
な
ど
、

実
態
に
合
わ
せ
た
制
度
の
拡
大
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

企
業
主
導
型
保
育
施
設
な
ど

か
ら
の
要
望
を
受
け
、保
育
人

材
の
確
保
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。今
後
と
も
、潜
在
保
育
士
の
実
情

等
も
踏
ま
え
、必
要
な
取
り
組
み
を
進

い
く
。

九
大
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の

ま
ち
づ
く
り
こ
そ
、行
政
主
導

で
行
わ
れ
る
唯
一
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ

る
。今
回
地
元
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
Ｊ

Ｒ
新
駅
設
置
は
、貝
塚
駅
周
辺
の
基
盤

整
備
と
併
せ
て
、し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
が
所
見
を
問
う
。

九
大
跡
地
利
用
４
校
区
協
議
会

か
ら
受
け
た
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
の

要
望
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
九

州
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
と
し
っ
か

り
と
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、新
た

な
活
力
・
交
流
を
創
造
す
る
貝
塚
駅
周

辺
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
12
月
11
日
、12
日
、13
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。一
般
質
問
と
は
市
政
全
般
に
つ
い
て
市
当
局
の
考
え
な
ど
を
聞
く
も

の
で
、23
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
会
派
名
は
略
称
で
す
。（
正
式
名
称
は
欄
外
参
照
）

一 

般 

質 

問

●
ブ
ラ
ッ
ク
校
則
に
つ
い
て

●
災
害
時
の
文
化
財
保
護
に

つ
い
て

●
外
国
人
材
の
獲
得
に
つ
い
て

●
福
岡
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

●
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡

大
に
つ
い
て

●
外
国
人
観
光
客
向
け
乗
車

券
に
つ
い
て

●
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
整
備

に
関
し
、緑
地
の
保
全
と
拡

大
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

問

問

問

問

問

問奈
多
地
区
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
問
題
は

市
も
責
任
を
持
っ
て
対
応
を

緑・ネ

問

問 問問

答

答 問答 答

答問公
立
夜
間
中
学
校
の
設
置
を

市民ク

問 答

問答答 答

答答 問問

答 答

問

問答 答

答

答

答答 問

答答

環
境
影
響
評
価
の
再
実
施
に
つ

い
て
は
、条
例
等
に
お
い
て
要

件
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、大
型
ヘ
リ
の

導
入
は
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、周
辺
住
民
へ
の
説
明
は
、事
業
者

に
お
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
の
実

現
に
向
け
て
は
、舞
鶴
公
園
や

大
濠
公
園
の
特
性
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
生
か
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。今
後
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ほ
し
い
が
所
見
を
問
う
。

舞
鶴
公
園
や
大
濠
公
園
は
、歴

史
や
文
化
を
感
じ
ら
れ
、都
心

に
近
い
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

い
う
公
園
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し

て
、魅
力
的
な
公
園
と
な
る
よ
う
に
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

民
生
委
員
は
、無
給
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
が
、活
動
内
容
は
ボ

答 答問民
生
委
員
の
業
務
の
見
直
し
と

活
動
費
の
増
額
を

令和会

問

問い合わせ先
議会事務局議事課（市役所議会棟８階）

733-5869711-4746電話 FAX

常任委員会の動き
（９月25日～12月18日)

（９月25日～12月18日)

委員会名  案　　件

総合計画、国際交流、財政、
地域コミュニティ、防災など

「博多区新庁舎整備等事業
に係る契約の締結につい
て」ほか10件の議案審査
など

「福岡市立児童心理治療施
設に係る指定管理者の指
定について」ほか12件の
議案審査など

「令和元年度福岡市一般会
計補正予算案（第３号）」ほ
か５件の議案審査など

「福岡市営住宅条例の一部
を改正する条例案」ほか
22件の議案審査など

「福岡市道路照明灯一括Ｌ
ＥＤ化ＥＳＣＯ事業に係る契
約の締結について」ほか６
件の議案審査など

※常任委員会・特別委員会での審査状況の詳細について
は、毎月発行の議会月報に掲載しています。議会月報は
総合図書館、各区の図書館、情報プラザ（市役所１階）な
どで閲覧できます。また、市議会ホームページの「会議
録」にも掲載しています。（ホームページへの掲載には、
約３カ月を要します。）

※常任委員会・特別委員会は傍聴することができます。（人
数には限りがあります。）

意見書
　市議会は、国会や関係省庁などへ市民生活に関
係のある問題について意見や要望を伝えるため、
意見書を提出することができます。本定例会では１
件の意見書案が可決されました。

●令和元年台風第19号等からの復旧・復興に向
けた対策を 〈全員賛成〉

台風第19号に伴う災害へ義援金

生
き
る
力
を
育
む
た
め
の

読
書
環
境
の
充
実
を

緑・ネ

問 児
童
虐
待
の
根
絶
に
向
け
た

取
り
組
み
を

公　明

保
育
士
確
保
の
た
め
の
支
援
を

市民ク

市
民
の
財
産
で
あ
る
街
路
樹
の

維
持
管
理
に
ど
う
取
り
組
む
の
か

公　明

Ｊ
Ｒ
新
駅
の
設
置
要
望
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

令和会 けやき通りの街並み

　12月10日、福岡市議会は、令和元年台風第19
号に伴う災害に対し、全国市議会議長会に義援金
62万円（各議員が１万円ずつ拠出）を送りました。

総務財政委員会

委員会名  案　　件

交通対策
特別委員会

少子・高齢化対策
特別委員会

○都心部（副都心およびウォー
ターフロント地区を含む）にお
ける道路交通の円滑化に関す
る調査
　•交通混雑対策について

○高齢化対策に関する調査「高
齢者保健福祉施策の実施状況
について」
　•超高齢社会への対応について

子ども育成、教育など

教育こども委員会

商工業、観光、文化、農林
水産業、港の整備など

経済振興委員会

社会福祉、保健衛生、住宅、
建築、都市計画、公園など

福祉都市委員会

環境・ごみ・リサイクル、
道路、下水道、河川、消
防、水道、地下鉄など

生活環境委員会

特別委員会の動き

※

※
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

　
特
に
駅
や
バ
ス
停
に
到
着
し
て
か
ら
最

終
目
的
地
ま
で
の
移
動
。
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高
齢
者
を
住
宅
火
災
か
ら

守
る
た
め
の
対
策
の
拡
充
を

公　明

高
宮
駅
前
広
場
の
維
持
管
理
に

行
政
の
関
わ
り
を

自　民

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を

自民新

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の

規
制
緩
和
の
提
案
の
撤
回
を

共　産

悪
質
な
客
引
き
を
許
さ
な
い

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

自　民

ふ
る
さ
と
納
税
に

体
験
型
返
礼
品
の
導
入
を

令和会

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を

自　民

入
札
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
問
う

無所属

計
画
的
な
学
校
整
備
を

令和会

公
民
館
と
自
治
協
議
会
・
自
治
会
・

町
内
会
と
の
連
携
を

自民新

北
崎
地
区
へ
の

光
通
信
回
線
の
整
備
を

自　民

市
内
在
住
の

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
支
援
を

市民ク

中
長
期
に
お
け
る
保
育
需
要
を

見
通
し
た
保
育
行
政
を

無所属

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

自　民

「
桜
を
見
る
会
」へ
の

市
長
の
参
加
の
是
非
を
問
う

共　産

高宮駅前アミューズ広場

の
買
収
行
為
で
あ
り
、公
職
選
挙
法
違

反
で
あ
る
疑
惑
が
深
ま
っ
て
い
る
。市
長

が
こ
の
よ
う
な
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
ず
、問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

「
桜
を
見
る
会
」は
内
閣
総
理

大
臣
主
催
の
伝
統
あ
る
公
式
行

事
で
、市
長
と
し
て
招
待
さ
れ
る
こ
と

は
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
が
、会
の
在
り

方
は
、今
後
国
に
お
い
て
適
切
に
検
討

が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
運
転
許

可
は
、全
国
一
律
に
定
め
る
べ
き

も
の
で
、特
例
を
作
っ
て
良
い
も
の
で

は
な
い
。今
回
提
案
し
た
規
制
緩
和
は
、

市
民
の
安
全
を
脅
か
し
て
ま
で
、大
企

業
の
も
う
け
口
を
つ
く
る
も
の
で
あ

り
、撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
や
生
活
交

通
の
維
持
等
の
交
通
課
題
が
想

定
さ
れ
る
中
で
、手
軽
で
安
全
な
移
動

手
段
と
し
て
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

は
、課
題
解
決
の
一
助
に
な
る
と
考
え
、

国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
て
、規

制
緩
和
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
の
中

か
ら
、将
来
、日
本
を
代
表
す
る

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
誕
生
さ
せ
る
よ

う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。他
都
市
の

よ
う
に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
事
業

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
所
見
を
問
う
。

ア
ス
リ
ー
ト
や
競
技
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
も

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
全
国
大
会
出

場
へ
の
一
部
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

再
開
発
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
当
初

の
思
い
か
ら
す
れ
ば
、行
政
が
地
域
と

と
も
に
今
後
も
維
持
管
理
に
関
わ
る
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

西
鉄
高
宮
駅
の
駅
前
広
場
に
つ

い
て
は
、供
用
開
始
か
ら
30
年

以
上
が
経
過
し
、施
設
の
老
朽
化
や
路

面
の
汚
れ
な
ど
が
目
立
っ
て
き
た
。維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、時
代
の
流
れ
に

伴
う
価
値
観
の
多
様
化
等
も
踏
ま
え
、

地
域
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
に
対
し
て
は
、ソ
フ
ト
・
ハ

ー
ド
両
面
の
対
策
が
必
要
で
あ

り
、日
ご
ろ
か
ら
の
十
分
な
備
え
と
、い

ざ
と
い
う
と
き
に
自
助
、共
助
、公
助
の

力
を
結
集
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

河
川
改
修
に
加
え
、博
多
駅
や

天
神
周
辺
地
区
で
は
、大
規
模

な
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。ま
た
、地
域
等
で
の
防
災

訓
練
の
支
援
や
、避
難
所
運
営
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
養
成
な
ど
に
よ
り
、地
域
防

災
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
桜
を
見
る
会
」は
、公
的
行
事

を
私
物
化
し
、税
金
を
使
っ
て

選
挙
活
動
を
し
て
い
た
と
い
う
事
実
上

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
、高
齢
者
宅
に
お
け
る
設
置

率
向
上
の
た
め
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、さ
ら
な

る
啓
発
な
ど
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
問
う
。

昨
年
度
か
ら
、消
防
職
員
が
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に

対
し
て
防
火
講
話
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
高
齢
者
と
接
す
る
機
会
を
と
ら

え
て
、助
成
制
度
の
周
知
や
同
警
報
器

の
設
置
、維
持
管
理
、火
災
予
防
の
啓
発

等
を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
、同
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

西
鉄
高
宮
駅
の
駅
前
広
場
は
、

行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

問

め
て
い
く
。

女
性
就
業
率
や
就
学
前
児
童

が
い
る
世
帯
の
共
働
き
率
が
高

止
ま
り
と
な
る
時
期
に
つ
い
て
見
通
し

を
持
つ
こ
と
は
、中
長
期
の
保
育
行
政

に
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。今
後
、就

学
前
児
童
数
と
就
学
前
児
童
が
い
る
世

帯
の
共
働
き
率
が
、ど
う
推
移
し
て
い

く
と
予
測
し
て
い
る
の
か
。

就
学
前
児
童
数
は
、微
減
傾
向

で
推
移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る

が
、女
性
就
業
者
数
が
増
加
傾
向
で
推

移
し
て
お
り
、就
学
前
児
童
が
い
る
共

働
き
世
帯
の
割
合
は
、増
加
し
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

奈
多
地
区
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
は
県

警
に
大
型
ヘ
リ
が
導
入
さ
れ
る

と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
際
に
は

環
境
影
響
評
価
の
再
実
施
が
必
要
で
は

な
い
か
。ま
た
、新
た
な
状
況
に
対
す
る

住
民
説
明
を
国
等
に
要
請
す
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
問
う
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
域
を
超
え
て
い
る
。民
生

委
員
の
さ
ら
な
る
業
務
の
見
直
し
に
加

え
て
、活
動
費
を
増
額
す
べ
き
と
思
う

が
所
見
を
問
う
。

民
生
委
員
の
負
担
軽
減
に
向

け
、業
務
の
さ
ら
な
る
見
直
し

に
加
え
、各
種
団
体
か
ら
の
調
査
依
頼

の
精
査
な
ど
不
断
の
見
直
し
に
努
め
て

い
く
。ま
た
、活
動
費
は
、社
会
情
勢
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、民
生
委
員
の
活
動

実
態
に
即
し
た
も
の
と
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
財
産
と
し
て
の
街
路
樹

に
つ
い
て
、こ
れ
か
ら
の
本
市

の
街
路
樹
と
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針
盤
に

な
る「
街
路
樹
の
総
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
策
定
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
。

平
成
21
年
に
新
・
緑
の
基
本
計

画
を
策
定
し
、道
路
の
緑
化
に

つ
い
て
は
、緑
の
連
続
性
を
持
た
せ
た

風
景
づ
く
り
を
行
う
こ
と
な
ど
を
施
策

の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
る
。今

後
、予
定
し
て
い
る
同
計
画
の
改
定
に

お
い
て
、街
路
樹
を
含
む
街
路
空
間
の

緑
化
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
支
援
は
、他
都

市
の
取
り
組
み
な
ど
も
参
考
に
、そ
の

在
り
方
も
含
め
、今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

客
引
き
の
実
態
調
査
の
結
果
で

は
、時
間
帯
に
よ
っ
て
は
多
く

の
客
引
き
が
お
り
、ま
ち
の
環
境
悪
化

や
治
安
の
低
下
な
ど
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。県
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、そ
の
検
討
状
況
を
問
う
。

現
在
、県
お
よ
び
県
警
、同
じ

客
引
き
問
題
で
課
題
を
抱
え
る

北
九
州
市
、久
留
米
市
が
参
加
し
た
５

者
に
よ
る
検
討
会
が
立
ち
上
が
り
、こ

れ
ま
で
２
回
に
わ
た
っ
て
会
議
が
開
催

さ
れ
、規
制
の
在
り
方
や
県
警
と
の
連

携
の
在
り
方
な
ど
、悪
質
な
客
引
き
対

策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

共
創
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
お
い
て
は
、公
民
館
と

自
治
協
議
会
等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
施

予
定
の
事
業
に
つ
い
て
、目
的
や
対
象

者
な
ど
を
情
報
共
有
し
、実
施
に
当
た

っ
て
工
夫
と
連
携
を
高
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

自
治
協
議
会
や
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
と
公
民
館
・
区
役
所
が

連
携
し
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
と
も
、持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、

通
信
環
境
の
充
実
は
必
須
で
あ

る
が
、北
崎
地
区
は
、市
内
の
離
島
を
除

く
地
域
で
は
唯
一
光
通
信
回
線
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。通
信
事
業
者
と
の
協

議
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、ま
た
、ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

通
信
事
業
者
か
ら
は
事
業
採

算
性
の
観
点
か
ら
、民
間
単
独

で
の
整
備
は
難
し
い
と
の
回
答
を
受
け

て
い
る
。通
信
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
は
、北

崎
地
区
の
産
業
活
性
化
等
の
た
め
に
必

要
と
認
識
し
て
お
り
、令
和
２
年
度
の

予
算
編
成
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

令
和
の
時
代
は
、モ
ノ
か
ら
コ

ト
へ
と
生
活
者
の
興
味
が
進
化

し
て
い
る
。ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て

本
市
で
な
い
と
成
立
し
な
い
体
験
型
返

礼
品
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、他
の
市
町

村
と
差
別
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
つ

い
て
は
、今
般
の
制
度
改
正
に

よ
り
、条
件
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、公
募
の
実
施
に
よ
り
、モ
ノ
だ
け
で

は
な
く
、コ
ト
の
返
礼
品
も
加
え
る
な

ど
、種
類
・
品
数
と
も
に
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

球
技
場
の
利
用
率
も
高
い
中
、

屋
外
で
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に

使
え
る
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
れ

ば
効
率
的
な
施
設
運
営
に
も
寄
与
す

る
。舞
鶴
公
園
の
球
技
場
の
移
転
を
考

え
る
場
合
に
人
工
芝
を
検
討
の
対
象
と

す
る
な
ど
、今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実
へ
の
所
見
を
問
う
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
上
で

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場
や
機
会
の

充
実
は
大
変
重
要
で
あ
る
。今
後
も
、ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

予
定
価
格
５
億
円
以
上
の
建
築

工
事
に
お
い
て
、１
者
入
札
の

場
合
は
落
札
率
１
０
０
％
に
近
い
も
の

が
多
い
が
、複
数
の
者
が
入
札
し
た
場

合
は
最
低
価
格
90
％
で
の
落
札
が
多

い
。入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

総
合
評
価
方
式
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ま
で
の
同
方
式
の
取
り
組

み
の
検
証
を
行
い
、そ
の
結
果
、一
部
の

項
目
に
つ
い
て
は
既
に
８
月
に
制
度
の

改
定
を
行
っ
た
。同
方
式
に
つ
い
て
は
、

最
低
制
限
価
格
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
て
い
く
。

西
都
地
区
お
よ
び
照
葉
地
区
に

お
け
る
学
校
整
備
計
画
は
、長

期
推
計
の
視
点
を
持
っ
た
計
画
に
な
っ

て
い
な
い
。ま
ち
づ
く
り
関
係
局
と
積
極

的
に
連
携
し
、中
長
期
推
計
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
が
所
見
を
問
う
。

人
口
急
増
に
よ
り
過
大
規
模

校
と
な
る
学
校
が
あ
る
一
方

で
、市
全
体
と
し
て
は
児
童
数
の
減
少

が
見
込
ま
れ
、中
長
期
的
な
視
点
を
持

っ
て
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。中

長
期
推
計
も
含
め
た
児
童
生
徒
推
計
の

改
善
に
つ
い
て
、今
後
も
関
係
局
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

千
代
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

自
主
夜
間
中
学「
よ
み
か
き
教

室
」で
は
、本
年
度
に
入
り
問
い
合
わ
せ

が
多
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。本
市
に

お
い
て
も
公
立
夜
間
中
学
設
置
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、国
が
示
す
方
針

と
、今
後
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

指
定
都
市
へ
の
設
置
推
進
方
針

に
つ
い
て
は
、子
供
の
貧
困
対

策
に
関
す
る
大
綱
の
中
で「
全
て
の
指

定
都
市
に
お
い
て
夜
間
中
学
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
促
進
す
る
」と
い
う
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
た
。今
後
も
引
き
続
き
積

極
的
な
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

読
解
力
は
学
力
の
基
本
。読
書

力
、創
造
力
、生
き
る
力
を
育
て

る
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
と
し

て
、学
校
を
含
め
た
図
書
館
の
在
り
方
、

市
民
に
と
っ
て
の
読
書
環
境
の
充
実
を

図
る
こ
と
へ
の
所
見
を
問
う
。

児
童
生
徒
が
主
体
的
・
意
欲
的

に
読
書
活
動
や
学
習
活
動
を

進
め
、豊
か
な
心
の
育
成
と
学
力
向
上

を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、学
校
図
書

館
の
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。ま
た
、

公
共
図
書
館
に
お
い
て
は
、新
た
な
学

び
・
情
報
・
交
流
の
拠
点
と
な
る
図
書
館

を
目
指
し
て
い
く
。

児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
故
が

相
次
い
で
い
る
。本
市
の
子
ど

も
た
ち
が
虐
待
を
受
け
る
こ
と
な
く
健

や
か
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
、児

童
虐
待
の
根
絶
に
向
け
て
の
所
見
を
。

各
区
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

児
童
虐
待
の
防
止
に
向
け
取
り
組
み
を

強
化
し
て
き
た
。今
後
と
も
、関
係
機
関

等
と
連
携
を
図
り
、支
援
が
必
要
な
家

庭
に
は
こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
等

を
中
心
に
早
期
に
支
援
を
開
始
し
、子

ど
も
の
虐
待
防
止
に
向
け
全
市
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

幼
保
無
償
化
に
伴
い
、保
育
ニ

ー
ズ
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。地
域
枠
の
あ
る
企
業

主
導
型
保
育
所
の
保
育
士
へ
の
支
援
制

度
対
象
の
拡
大
、潜
在
保
育
士
の
発
掘

や
育
成
支
援
の
仕
組
み
の
構
築
な
ど
、

実
態
に
合
わ
せ
た
制
度
の
拡
大
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

企
業
主
導
型
保
育
施
設
な
ど

か
ら
の
要
望
を
受
け
、保
育
人

材
の
確
保
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。今
後
と
も
、潜
在
保
育
士
の
実
情

等
も
踏
ま
え
、必
要
な
取
り
組
み
を
進

い
く
。

九
大
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の

ま
ち
づ
く
り
こ
そ
、行
政
主
導

で
行
わ
れ
る
唯
一
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ

る
。今
回
地
元
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
Ｊ

Ｒ
新
駅
設
置
は
、貝
塚
駅
周
辺
の
基
盤

整
備
と
併
せ
て
、し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
が
所
見
を
問
う
。

九
大
跡
地
利
用
４
校
区
協
議
会

か
ら
受
け
た
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
の

要
望
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
九

州
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
と
し
っ
か

り
と
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、新
た

な
活
力
・
交
流
を
創
造
す
る
貝
塚
駅
周

辺
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
12
月
11
日
、12
日
、13
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。一
般
質
問
と
は
市
政
全
般
に
つ
い
て
市
当
局
の
考
え
な
ど
を
聞
く
も

の
で
、23
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
会
派
名
は
略
称
で
す
。（
正
式
名
称
は
欄
外
参
照
）

一 

般 

質 

問

●
ブ
ラ
ッ
ク
校
則
に
つ
い
て

●
災
害
時
の
文
化
財
保
護
に

つ
い
て

●
外
国
人
材
の
獲
得
に
つ
い
て

●
福
岡
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

●
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
拡

大
に
つ
い
て

●
外
国
人
観
光
客
向
け
乗
車

券
に
つ
い
て

●
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
整
備

に
関
し
、緑
地
の
保
全
と
拡

大
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
の
主
な
質
問

問

問

問

問

問

問奈
多
地
区
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
問
題
は

市
も
責
任
を
持
っ
て
対
応
を

緑・ネ

問

問 問問

答

答 問答 答

答問公
立
夜
間
中
学
校
の
設
置
を

市民ク

問 答

問答答 答

答答 問問

答 答

問

問答 答

答

答

答答 問

答答

環
境
影
響
評
価
の
再
実
施
に
つ

い
て
は
、条
例
等
に
お
い
て
要

件
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、大
型
ヘ
リ
の

導
入
は
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、周
辺
住
民
へ
の
説
明
は
、事
業
者

に
お
い
て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
の
実

現
に
向
け
て
は
、舞
鶴
公
園
や

大
濠
公
園
の
特
性
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
生
か
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。今
後
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ほ
し
い
が
所
見
を
問
う
。

舞
鶴
公
園
や
大
濠
公
園
は
、歴

史
や
文
化
を
感
じ
ら
れ
、都
心

に
近
い
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

い
う
公
園
の
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し

て
、魅
力
的
な
公
園
と
な
る
よ
う
に
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
構
想
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

民
生
委
員
は
、無
給
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
が
、活
動
内
容
は
ボ

答 答問民
生
委
員
の
業
務
の
見
直
し
と

活
動
費
の
増
額
を

令和会

問

問い合わせ先
議会事務局議事課（市役所議会棟８階）

733-5869711-4746電話 FAX

常任委員会の動き
（９月25日～12月18日)

（９月25日～12月18日)

委員会名  案　　件

総合計画、国際交流、財政、
地域コミュニティ、防災など

「博多区新庁舎整備等事業
に係る契約の締結につい
て」ほか10件の議案審査
など

「福岡市立児童心理治療施
設に係る指定管理者の指
定について」ほか12件の
議案審査など

「令和元年度福岡市一般会
計補正予算案（第３号）」ほ
か５件の議案審査など

「福岡市営住宅条例の一部
を改正する条例案」ほか
22件の議案審査など

「福岡市道路照明灯一括Ｌ
ＥＤ化ＥＳＣＯ事業に係る契
約の締結について」ほか６
件の議案審査など

※常任委員会・特別委員会での審査状況の詳細について
は、毎月発行の議会月報に掲載しています。議会月報は
総合図書館、各区の図書館、情報プラザ（市役所１階）な
どで閲覧できます。また、市議会ホームページの「会議
録」にも掲載しています。（ホームページへの掲載には、
約３カ月を要します。）

※常任委員会・特別委員会は傍聴することができます。（人
数には限りがあります。）

意見書
　市議会は、国会や関係省庁などへ市民生活に関
係のある問題について意見や要望を伝えるため、
意見書を提出することができます。本定例会では１
件の意見書案が可決されました。

●令和元年台風第19号等からの復旧・復興に向
けた対策を 〈全員賛成〉

台風第19号に伴う災害へ義援金

生
き
る
力
を
育
む
た
め
の

読
書
環
境
の
充
実
を

緑・ネ

問 児
童
虐
待
の
根
絶
に
向
け
た

取
り
組
み
を

公　明

保
育
士
確
保
の
た
め
の
支
援
を

市民ク

市
民
の
財
産
で
あ
る
街
路
樹
の

維
持
管
理
に
ど
う
取
り
組
む
の
か

公　明

Ｊ
Ｒ
新
駅
の
設
置
要
望
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

令和会 けやき通りの街並み

　12月10日、福岡市議会は、令和元年台風第19
号に伴う災害に対し、全国市議会議長会に義援金
62万円（各議員が１万円ずつ拠出）を送りました。

総務財政委員会

委員会名  案　　件

交通対策
特別委員会

少子・高齢化対策
特別委員会

○都心部（副都心およびウォー
ターフロント地区を含む）にお
ける道路交通の円滑化に関す
る調査
　•交通混雑対策について

○高齢化対策に関する調査「高
齢者保健福祉施策の実施状況
について」
　•超高齢社会への対応について

子ども育成、教育など

教育こども委員会

商工業、観光、文化、農林
水産業、港の整備など

経済振興委員会

社会福祉、保健衛生、住宅、
建築、都市計画、公園など

福祉都市委員会

環境・ごみ・リサイクル、
道路、下水道、河川、消
防、水道、地下鉄など

生活環境委員会

特別委員会の動き

※

※
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

　
特
に
駅
や
バ
ス
停
に
到
着
し
て
か
ら
最

終
目
的
地
ま
で
の
移
動
。
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市議会ホームページから会議日程や議案、会議結果、議会中継（ライブ・録画）などがご覧いただけます。 福岡市議会 検索 次の議会（定例会）は２月17日開会予定です。日程は市役所・区役所・出張所・地下鉄駅構内のポスター、市議会ホームページやTwitterに掲載します。

◆定例会のあらましなど…１面
◆一般質問…２面　◆決算特別委員会の審査からなど…４面

目　次

ふくおか市議会だより次号は、5月1日発行予定です。

発行：福岡市議会　編集：議会事務局調査法制課
〒810-8620　福岡市中央区天神一丁目８番１号

711-4749 733-5869FAX電話
chosa.CCS@city.fukuoka.lg.jpメール

ホームページ 議会中継

　議員の資産等について審査する福岡市政
治倫理審査会が８月28日に開催されまし
た。
　改選後の議員62人から提出された資産
等報告書（令和元年５月２日現在所有する資
産等）について、記載事項に疑義がないかな
どが審査された結果、「特に指摘すべき事項
はない」との審査報告がなされました。

政治倫理審査会で議員の
資産等報告書を審査

議会改革調査
特別委員会の設置

　特別委員会は、特定の問題を審査または調査す
るために必要に応じて設置される委員会です。12
月18日の本会議で議会改革調査特別委員会（定数
14人）が設置されました。付託事項および委員は次
の通りです。
付託事項
　○議会基本条例に関する調査
　○議会改革に関する調査

委 員 長　今林　ひであき
副委員長　松野　　隆
委　　員　川上　陽平　　　津田　信太郎
　　　　　大森　一馬　　　古川　清文　　
　　　　　篠原　達也　　　藤野　哲司　　
　　　　　天野　こう　　　山口　湧人　　
　　　　　綿貫　英彦　　　森　あやこ　　
　　　　　田中　たかし　　落石　俊則

社会科特別授業
　市議会では、児童の政治や議員の仕事に
対する関心を高めるため、児童に実際の議
場を使って議員の仕事を体験してもらう社
会科特別授業を実施しています。
　本年度は５回開催し、南区曰佐小学校、博
多区月隈小学校、中央区春吉小学校、博多区
那珂南小学校および南区柏原小学校の６年
生が参加しました。
　市長役の議員から提案された「朝食を学
校給食にすること」などのテーマについて、
児童が自ら考えた質問を行い、その後、グ
ループに分かれ、委員長役の議員の進行で
さらに詳しく賛成、反対の意見を出し合いま
した。それから、再度議場に集まり各グルー
プの代表児童がグループ討議の結果を発表
し、最後に採決を行いました。

問い合わせ先

733-5869711-4749電話 FAX

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対
応
経
費
の
増
額
を
含
む

一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
可
決

●
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る

決
議
案
を
可
決

（
12
月
定
例
会
）

第
５
回
福
岡
市
議
会

令
和
元
年

　
令
和
元
年
第
５
回
福
岡
市
議
会
（
12
月
定
例
会
）
が

12
月
10
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

57
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、平
成
30
年
度
決
算
関
係
議
案
24
件
が
認

定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

　
ま
た
、「
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関

す
る
決
議
案
」
な
ど
議
員
提
出
議
案
２
件
も
可
決
さ

れ
ま
し
た
。（
３
面
・
４
面
に
関
連
記
事
）

　
主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

12/10
▼
12/18

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対
応
経
費
の
増
額
等
の

た
め
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
94
号
）

　
補
正
の
総
額
は
１
億
２
９
８
６
万
３
千
円

（
増
額
）で
す
。主
な
内
容
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
利
活
用
の
促
進
に
係
る
経
費
の
追
加
や

七
隈
川
の
護
岸
改
良
に
係
る
経
費
の
増
額
な
ど

で
す
。

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
 

 

（
議
案
第
112
号
）

　
公
営
住
宅
を
取
り
巻
く
状
況
等
に
鑑
み
、連

帯
保
証
人
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
も
の
で

す
。

〈
全
員
賛
成
〉

●
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

（
議
案
第
114
号
〜
第
140
号
）

　
児
童
心
理
治
療
施
設
や
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、施
設
の
管
理
を
行
わ

せ
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
全
員
賛
成
15
件
、賛
成
多
数
12
件
〉

●
博
多
区
新
庁
舎
整
備
等
事
業
に
係
る
契
約
の

締
結

（
議
案
第
143
号
）

　
耐
震
性
能
が
不
足
し
て
い
る
現
博
多
区
庁
舎

を
建
て
替
え
、隣
接
す
る
藤
田
公
園
と
一
体
的

に
再
整
備
す
る
た
め
の
設
計
・
工
事
等
に
係
る

契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

〈
賛
成
多
数
〉

　　
右
の
議
案
の
う
ち
、議
案
第
94
号
・
第
120
号
〜

第
122
号
・
第
129
号
・
第
131
号
・
第
132
号
・
第
135
号

〜
第
139
号
・
第
143
号
に
対
し
て
日
本
共
産
党
福

岡
市
議
団
か
ら
、議
案
第
94
号
・
第
125
号
・
第
132

号
・
第
135
号
〜
第
139
号
に
対
し
て
緑
と
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
か
ら
、議
案
第
143
号
に
対
し

て
無
所
属
議
員
１
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
反
対
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定例会の日程

12／10

12／11～13

12／16・17

12／18

本会議

本会議

常任委員会

本会議

●平成30年度決算関係議案
（決算特別委員会委員長報
告・討論・採決）
●議案（提案理由説明・質疑・
常任委員会付託）

●議案（常任委員会委員長報
告・討論・採決）

●意見書案・決議案の採決

●一般質問

●議案審査等

各会派の意見

主な意見・要望 決算特別委員会委員長から議会に報告された主な意見・要望は次の通りです。

　平成30年度の決算を審査するため決算特別委員会が10
月２日から21日まで開かれました。
　市長から提出された決算関係議案は決算議案21件、関連
議案３件の計24件（一般会計１件、特別会計15件、公営企業
会計８件）です。総会や分科会で審査した結果、全ての決算関
係議案を全員賛成または賛成多数で認定・可決すべきもの
と決定し、12月定例会に報告しました。

■自由民主党福岡市議団、公明党福岡市議団、福岡市民クラブ、福岡令和会、自民党新福岡
　決算関係議案24件全てに賛成

■日本共産党福岡市議団
　一般会計、特別会計10件（後期高齢者医療など）、公営企業会計７件（モーターボート競走
事業など）の議案に反対

■緑と市民ネットワークの会
　一般会計、特別会計11件（後期高齢者医療など）、公営企業会計６件（モーターボート競走
事業など）の議案に反対※詳細については、市議会ホームページや市ホームページ、区役所、情報プラザ等で

閲覧できます。

●本市の人口増の影響
　中長期的な政策の立案において、子育て世代の動向や
単独世帯の増加など、本市特有の変化を反映すべき。
●G20福岡財務大臣・中央銀行総裁会議
　今回の経験を生かし都市機能をさらに高め、次のステー
ジへ進めていくべき。
●在住外国人
　技能実習生や留学生などの実態を把握して支援を行う
とともに、共生社会を実現する条例などを作るべき。
●障がい者雇用の充実、改善
　正規職員の採用試験における知的および精神障がい者
への受験資格の拡大などに全庁で取り組まれたい。
●自律的な行政運営
　社会環境の変化とともに、施策や事業の行政関与の必要
性などの見直しが必要であり、改革促進に取り組まれたい。
●財政運営の偏り
　市民生活に関わる分野の歳出が少なすぎる現状を改
め、市民の命と暮らしを守る施策を最優先に進めていく
べき。
●再犯防止の推進
　犯罪や非行をした人の中には、さまざまな困難等を抱え
ている人も多く、より細やかな再犯防止推進計画を策定す
べき。
●繁華街における悪質な客引き
　都市のイメージ低下につながる迷惑行為であるため、規
制する条例を早期に制定すべき。
●交通安全対策
　運転免許証の自主返納者への効果的な支援、自動車の
急発進防止装置の設置費用等の助成などにより、さらに推
進されたい。

●災害に強いまちづくり
　避難場所を増やし、避難情報を一人一人に確実にきめ細か
く伝える仕組みを早急に整え、情報提供の充実を図るべき。
●災害に強いまちづくり
　ハザードマップの地域での活用も必要であり、また、原子
力災害対策として安定ヨウ素剤の備蓄も進められたい。
●世界水泳
　今後の収支の見込みが分からないような大会の開催は
返上し、市民スポーツの環境整備にこそ税金を投入すべき。
●不妊・不育治療
　若い世代に対しては適齢期があることを知ってもらうこ
とが重要であり、パンフレットを作成して啓発を推進され
たい。
●学校規模適正化
　小規模校は統合も含めた検討を行うべき、また、校区調
整を行った学校が再び過大規模校となっているため、分離
も含めて協議を進めるべき。
●子どもの人権相談体制の充実
　相談体制の構築に当たっては、誰もが手軽に利用できる
「子どもの人権ＳＯＳミニレター」の周知、定着を図るべき。
●観光施策
　博多旧市街まるごとミュージアムなどを本市全体での
アートイベントとして発展、継続させ、来訪者に感動を与え
られたい。
●林業
　森林の多面的機能を発揮させるために活性化が重要であ
り、荒廃森林整備など林業施策にもっと目を向けられたい。
●林業
　課題解決に向け国の森林環境譲与税を有効活用し、森林
保全を早急に進められたい。

●生活保護
　人権侵害である面接室の監視カメラを撤去して、保護受給
者、相談者に寄り添うように改めるべき。
●ひきこもり状態にある人たちへの支援
　中学校と高校の連携等に努めるとともに、よかよかルー
ムに40歳以上の人を対象とする相談窓口を設け、支援の充
実を図るべき。
●断らない相談支援
　「つなぐシート」を全庁で導入し、関係機関との連携を図る
など、縦割りを超えた総合的かつ伴走型の支援体制を構築
されたい。
●ウォーターフロント地区の交通アクセス強化
　地下鉄については、具体的な延伸区間に基づいた建設費
や、採算がとれる利用者数などを試算されたい。
●コミュニティパーク事業
　実のある取り組みに発展するように、住宅都市局だけで
推進するのではなく関係局との連携に努められたい。
●ため池の活用
　周辺の遊歩道等を公園として位置づけトイレを設置する
など、関係局が連携を図り、柔軟な発想で取り組まれたい。
●下水道事業会計および水道事業会計
　的確に現状を把握し、将来にわたり安定的に事業が継続
できるように、しっかりとした経営戦略を立てるべき。
●水道行政
　引き続き安定した経営を維持するために、収入の確保と
計画的な施設の維持管理を行うべき。
●増収への取り組み
　地下鉄駅構内空きスペースの有効活用による営業収入増
とにぎわいづくりの実現に積極的に取り組むべき。

決算特別委員会の審査から

姉妹都市・友好都市との交流

　友好都市である中華人民共和国・広州市の議
会にあたる広州市人民代表大会常務委員会に、
11月26日から29日までの間、福岡市議会広州
市友好訪問団（団長：阿部真之助議長）を派遣し
ました。期間中、「気候変動への適応策について」
をテーマにし
た交流協議を
行うとともに、
防災減災工事

中の珠江堤防
の視察などを
行いました。

議会事務局調査法制課（市役所議会棟８階）

福岡市議会広州市友好訪問団の派遣

　姉妹都市締結30周年を迎えたマレーシア・イ
ポー市に、12月３日から７日までの間、福岡市議
会として初めて友好訪問団（団長：楠正信副議
長）を派遣しまし
た。期間中、イ
ポー市議会やペ
ラ州議会との交
流とともに、ペラ
州首相への表敬
訪問や、記念行事
への参加などを
行いました。

福岡市議会イポー市友好訪問団の派遣

じゅこう

（４面に関連記事）
社会科特別授業を実施

委員

※委員名は議席番号順に掲載

元議員、上野忠之氏（74歳）が１月14日に逝去さ
れました。謹んでご冥福をお祈りいたします。
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